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鹿児島県 総合政策部 総合政策課
1. これまでの経緯・背景

平成21〜24年度 錦江湾横断交通ネットワーク可能性調査の実施

○土木技術の発展，大隅地域を中心とした県民の声を受け，Ｈ21年度から可能性調査を実施

3

鹿児島県 総合政策部 総合政策課
1. これまでの経緯・背景

平成21〜24年度 錦江湾横断交通ネットワーク可能性調査の実施
○ プロジェクト成立の条件
 ルートは「鹿児島〜桜島間」とすること
 構造は「トンネル」とし，工法は「シールド工法」を採用すること
 概算工事費は900億円〜1,200億円程度で，費用便益比（B/C）が事業採択

の目安（1.0）を上回ること
 事業手法は「国直轄」，「合併施行」を中心に，PFI手法の活用も視野に

入れて検討すること

○ 残された課題
 入念な地質調査等に基づく設計・施工を行うこと
 トンネル内の通行について，十分な安全性を確保すること
 関係機関との十分な協議，調整等が図られること
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鹿児島県 総合政策部 総合政策課
1. これまでの経緯・背景

錦江湾横断交通ネットワークに係る勉強会の開催

目的
錦江湾横断交通ネットワークの効果や課題等について，情報や認識の共有し，共通理解を深めること

参加者
関係自治体（鹿児島市，鹿屋市，垂水市）
国（鹿児島国道事務所，大隅河川国道事務所，第十管区海上保安本部）
県

実績
第１回 令和元年11月18日 （可能性調査の概要 等）
第２回 令和２年11月25日 （錦江湾横断交通ネットワーク調査検討事業の概要 等）
第３回 令和３年11月17日 （新型コロナウイルス感染症による影響 等）
第４回 令和４年11月17日 （新型コロナウイルス感染症が県内経済に与えた影響と今後の見通し 等）
第５回 令和５年11月22日 （桜島を丸ごと博物館にする取組み（桜島の地域活性化） 等）
第６回 令和６年11月25日 （観光視点から見た道路建設の意義 等）
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鹿児島県 総合政策部 総合政策課
1. これまでの経緯・背景

錦江湾横断交通ネットワークに係る勉強会の開催
第６回勉強会（令和６年11月25日）における主な意見
・ 大規模災害時に桜島フェリーは救難船舶としての役割を果たすものと考えている。桜島フェリー事業へ

の影響や火山活動等に対する安全対策など様々な課題が考えられることから，これらを勘案しながら慎重
に対応する必要があると考えている。

・ 構想路線から実施路線となるには時間がかかるとは思うが，様々な専門家の意見の確認や，今回新たに
出てきた観光面での効果などの確認ができる勉強会を引き続き行っていただき，意見交換が出来ればいい
と考えている。

・ トンネル，橋梁の技術的課題や桜島の景観及びフェリーへの影響などを十分把握するとともに地域及び
県民の総意と機運の醸成が重要と考える。

・ 海上工事となると，施工船舶の安全対策や航行船舶に対する情報提供などが必要になるので，引き続き，
本勉強会に参加して情報共有いただきたいと思っている。

・ 人口減少の中で幹線道路の整備状況や物価高騰を踏まえた費用対効果，火山活動や地震に対する技術的
な安全性，桜島フェリー事業への影響など様々な課題があり，課題の共有などを図りながら課題解決に向
けて取り組みを進めていきたいと考えている。 6
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鹿児島県 総合政策部 総合政策課
2. 錦江湾横断交通ネットワークに係る最近の動向

令和6年度錦江湾横断交通ネットワークに係る勉強会令和6年11月

錦江湾横断道路推進連携協議会による総決起大会令和7年 1月

第１次国土強靭化実施中期計画の策定
「半島特有の地理的条件を踏まえた『半島防災・強靭化』を推進するなど，半島・
離島等の条件不利地域における対策を強化する」との考え方が位置付け

6月

県開発促進協議会を通じて，国に対して，「課題解決に向けた調査・検討の実施」，
「技術的な可能性を含めた調査の実施」を要望7月

大隅総合開発期成会による知事要望（会長：中西茂（鹿屋市長））8月

小規模市の地域戦略を考える地方議会ネットワーク議長会による知事要望10月

最近の動向
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鹿児島県 総合政策部 総合政策課

第１次国土強靱化実施中期計画（令和７年６月６日閣議決定）【抜粋】
第１章 基本的な考え方

令和６年能登半島地震や奥能登豪雨を踏まえ，半島特有の地理的条件を踏まえた「半島防災・
強靱化」を推進するなど，半島・離島等の条件不利地域における対策を強化する。

第４章 推進が特に必要となる施策
１ 施策の内容（５）地域における防災力の一層の強化

自然災害の激甚化・頻発化に伴い長期化する災害対応に適応するため，自立と連携の両面
から地域防災力の強化を図る。被災地において被災者が安全に，安心して生活できる避難所
環境や支援者が最大限の力を発揮できる活動環境の整備を推進し，地域の災害時における自
立性の強化を図るとともに，長期に及ぶ避難生活や復旧・復興を持続的に支援できるよう，
広域連携体制の強化を図る。

なお，実施中期計画では，半島・離島等の条件不利地域における国土強靱化施策について
も，その他地域において進める当該施策と併せて全国的な施策として位置付けることとし，
各地域特性を踏まえた目標の設定や当該目標の達成に向けた施策の実施については，半島・
離島等の関連法に基づき別途策定される計画等の下で具体的に推進するものとする。

2. 錦江湾横断交通ネットワークに係る最近の動向
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鹿児島県 総合政策部 総合政策課
2. 錦江湾横断交通ネットワークに係る最近の動向

県開発促進協議会を通じた国への要望

9

１ 高規格道路等の整備推進
我が国の社会資本整備は，東日本大震災や熊本地震，令和６年能登半島地震，奥能登豪雨，本県における令和２年７月豪

雨や令和４年台風14号等からの復旧・復興，加速するインフラ老朽化への対策や半島防災・強靱化の推進等の国土強靱化な
ど，様々な取り組むべき課題に直面しております。

このような中で，当県において力強く持続的な経済成長を実現するためには，中長期的な視点に立って，将来の成長の基盤
となり，安全で豊かな県民生活の実現に資するストック効果を重視した公共投資の推進が必要であり，戦略的な社会資本で
ある高規格道路等の早期整備に取り組む必要があります。

このため，国においては，新たな財源を創設するとともに，道路関係の事業費の総額を満額確保した上で，これら高規格
道路網の今後一層の重点的な整備が進められるよう，提案します。

⑵ 新広域道路交通計画を踏まえた道路整備の推進

ア 新広域道路交通計画の策定に伴い，新たに構想路線に位置づけた「曽於志布志道路」，「島原天草長島連絡道路」，
「薩摩半島横断道路」，「錦江湾横断道路」及び一般広域道路に位置づけた「川内宮之城道路」，「都城末吉道
路」について，それぞれの具体化や課題解決に向けた調査・検討を実施すること。

また，将来を見据えた道路整備を着実に推進するために，国が実施する調査検討以外の地方公共団体が必要とする調
査業務等については，多額の地方単独費を要することから，補助・交付金や地方債充当の対象とするなど，国による地
方財政措置の充実・強化を図ること。

イ 「錦江湾横断道路」については，薩摩・大隅両半島を結ぶ重要な構想路線である。一方で，活火山に近接するという
特殊性を有していることから，技術的な可能性を含めた調査を実施すること。

※令和８年度 政府等の予算編成等に関する提案事項【抜粋】

鹿児島県 総合政策部 総合政策課

（関門橋の概要）
• 延 長 1,068ｍ
• 開 通 昭和48年11月

（51年経過）
• 種 別 高速道路
• 交通量 389百台／日

（R6 年度）
• 通行料 普通車370円

（下関IC〜門司港IC）

• 通行止め状況
（R2〜R6年度（５年間））
計9回
※30分間〜18時間の通

行止め

（関門トンネルの概要）
• 延 長 3,461ｍ
• 開 通 昭和33年3月

（67年経過）
• 構 成 上：車道，下：人道
• 交通量 248百台／日

（R6年度）
• 通行料 普通車160円

軽自動車110円
自転車・原付20円
徒歩無料

• 通行止め状況
（ R2〜R6 年度（５年間））
計717回（約2日に1回）

※事故，落下物等によ
る通行止め

• その他
新関門トンネル（新幹線）
（S49開通）
関門鉄道トンネル（鉄道）
（S17開通：下関市彦島〜

北九州市門司間）

【出典】下関北九州道路パンフレット（R7.8）

３.先進地(下関北九州道路)ヒアリングの結果概要

【出典】第４回下関北九州道路調査検討会資料（H31.3.8）※県総合政策課調べ
10
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鹿児島県 総合政策部 総合政策課
３.先進地(下関北九州道路)ヒアリングの結果概要

（①経緯等）
• 平成３年，関門海峡道路整備促進期成同盟会設立(会長県:山口県)［現:下関北九州道路整備促進期成同盟会］
• 平成６年，下関福岡連絡道路を地域高規格道路（候補路線）として指定（海峡横断プロジェクト）
• 平成20年，国が「海峡横断プロジェクトの調査については，個別のプロジェクトに関する調査は，今後行わな

い」と発表
• 平成23年の東日本大震災や平成24年の笹子トンネル天井板落下事故を踏まえ，代替性・多重性の確保された信

頼性の高い道路ネットワークの必要性が高まる
• 平成29〜30年度，国からの補助を受けて，地域による調査を実施
• 令和元年度，国による直轄調査を実施
• 令和２年度，計画段階評価を実施（中国・九州地方合同小委員会）
• 令和３年度，都市計画及び環境アセスメントを進めるための調査に着手

【出典】下関北九州道路パンフレット（R7.8）
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鹿児島県 総合政策部 総合政策課
３.先進地(下関北九州道路)ヒアリングの結果概要

（②今後のスケジュールについて）
• 都市計画決定は，今年度中を目指している
• 事業実施段階での地質調査は，今後決定する事業主体が行うことを想定しており，実施は，まだ先になる予定

12
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鹿児島県 総合政策部 総合政策課■参考資料（国直轄事業等の事業評価の流れ）
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鹿児島県 総合政策部 総合政策課■参考資料（可能性調査のトンネル勾配想定）
距離のイメージ

14
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鹿児島県 総合政策部 総合政策課
３.専門家(道路計画)ヒアリングの結果概要
（参考：昨年度専門家（土木工学）へのヒアリング結果）
• 海底から地上へ道路を接続する方法として，用地が確保できれば「大橋ジャンクション」のようなループ構造で
臨港部に接続できるのではないか。

（大橋ジャンクションの概要）
• 「高架構造の首都高速３号渋谷線（S46

完成）」と「地下トンネル構造の中央環
状線（H26完成）」を接続するジャンク
ション

• ループ構造部分については，H14年に着
工，H22年に完成（工期８年）

• 延長は1.2km
• 約70ｍ（地上約35m，地下約35m）の高

低差を，限られた敷地内で解消するため，
２周（一周約400ｍ）のループ構造

（２方向×２週の４層構造）

• 最急縦断勾配7％
• 最小カーブ半径は約42m

※参考：主要地方道鹿児島吉田線（鹿
児島市吉野町滝之上地内）に
おける，ループ形状の道路で
の最小曲線半径は約８０ｍ

• 設計速度40km/h
【出典】道路行政セミナー（H25.7）

【出典】首都高速道路(株) ※県総合政策課調べ 15

鹿児島県 総合政策部 総合政策課

（本年度のヒアリング結果）
• 建設費は，躯体工事だけで約100億円（舗装や施設物は含まず）。

• 通常の直線に近い形のジャンクションに比べると，「事故が多い＝滑り止めの薄層舗装が必要」，「滑り止めの
薄層舗装の痛みが早い」，「車線規制が難しい」といったデメリットがある。

• ループ状に限定されないが，トンネル構造は橋梁に比べると換気費用や照明，防災設備など維持管理費もかかる。

16

３.専門家(道路計画)ヒアリングの結果概要
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鹿児島県 総合政策部 総合政策課

【SFTB（Submerged Floating Tube Bridge：海中トンネル）
の概要】
• SFTBとは，ノルウェーで検討されている浮体
構造型の海中トンネル

• ノルウェーでは数十年前から検討されており，
現在，詳細計画の段階

• 主構造は，コンクリート製

• 海底に固定するためのケーブルを設置する工
法（①）と，海面上にブイを浮かせケーブル
等で浮体トンネルを固定する工法（②）があ
る

※ノルウェーのフィヨルドは水深が800ⅿ
と深いが，潮流がないことから，②の
工法を検討中

※日本の土木学会では，船舶の航行と，
津波による潮流も想定し，①の工法で
検討中

②のイメージ画

①のイメージ画

17

３.専門家(土木工学)ヒアリングの結果概要

鹿児島県 総合政策部 総合政策課
３.専門家(土木工学)ヒアリングの結果概要

（その他のヒアリング内容）
• 日本の海峡や湾内においては，潮流や津波に対する構造的な検討が必要であり，特に津波に抵抗できるような設

計が求められる。

• 建設に当たっては，沈埋トンネルの技術が部分的に使えると考えている。

• 建設費は，目安も含め現時点では不明。

• 錦江湾は，津波の影響が少ないと考えられ，実現可能性が比較的高いと期待される。

• 海面上にブイを浮かせる工法でなくとも，海底からの固定用のアンカーを複数設置する工法により，大正噴火の
際に生じたとされる２ｍの地盤沈下でも可能性はあるのではないか。

18
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令和７年度 錦江湾横断交通ネットワークに係る勉強会

令和７年１2月2２日
鹿児島県道路建設課

県内道路の主な整備状況

1

１ かごしま新広域交通ビジョン・計画 （※１）

かごしま新広域道路交通ビジョン及び計画
における「錦江湾横断道路」の位置づけ

４つの路線を構想路線（※２）として位置づけ

 曽於志布志道路
 島原天草長島連絡道路
 薩摩半島横断道路
 錦江湾横断道路

※１ かごしま新広域道路交通ビジョン・計画

本県の広域的な道路交通の今後の方向性を定める「かごしま
新広域道路交通ビジョン」及びこのビジョンや地域の将来像を
踏まえ，概ね20～30年後を見据えた中長期的な視点により，
新たな広域交通ネットワーク等を定める「かごしま新広域道路
交通計画」を令和３年６月に策定。

※２ 構想路線

将来，高規格道路もしくは一般広域道路としての役割が期待
されるものの，現時点で，路線の起点や終点を含め，具体の
ルートが決まっていない道路。

2
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２ 高規格道路の整備状況

高規格幹線道路 30％ ⇒ 85％
高規格道路（地域高規格道路） 4％ ⇒ 63％

供用率推移
（H6 ⇒ R7）

高規格道路網図（令和７年）

約３０年

3

○九州縦貫自動車道

○南九州西回り自動車道
【現在事業中の区間】

・県境～出水ＩＣ間（芦北出水道路）
Ｌ＝7.8ｋｍ

・阿久根ＩＣ～薩摩川内水引ＩＣ間（阿久根川内道路）
Ｌ＝22.4ｋｍ

・美山ＩＣ～伊集院ＩＣ間（４車線化）
Ｌ＝６．１ｋｍのうち美山ＩＣ側から約２．３ｋｍ

○東九州自動車道
【現在事業中の区間】

・県境～夏井間（油津・夏井道路）
Ｌ＝4.4ｋｍ

・夏井～志布志IC間（日南・志布志道路）
Ｌ＝3.7ｋｍ

・隼人東IC～隼人西IC間（４車線化） R7.6.15 完成

L＝3.7ｋｍ
・末吉財部IC～国分IC間（４車線化） R6.3.27 事業許可

対面通行区間L=１８．０ｋｍのうち７．１ｋｍ

本県供用率（R６年7月1日現在）

85%＝供用210.5km／計画249km
（全国88%）

３ 高規格幹線道路の整備状況

4
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４ 高規格道路（地域高規格道路）の整備状況

【現在事業中の区間】

直轄事業 １路線１区間
○ 鹿児島東西幹線道路 供用率：37%（供用2.2km／計画6km）

・ 鹿児島東西道路

補助事業（県事業） ２路線５区間
○ 北薩横断道路 供用率：48% （供用30.9km／計画64km）

・ 阿久根高尾野道路
・ 宮之城道路
・ 溝辺道路

○ 大隅縦貫道 供用率：40% （供用13.1km／計画33km）

・ 吾平道路 R8.3.20 供用予定

・ 吾平大根占田代道路

本県供用率（R7年7月1日現在）

63%＝供用115.7km／計画183km

5

５ 錦江湾沿岸部における道路の整備状況

【現在事業中の区間】

○ 国道226号 （直轄）

① 喜入防災

○ 国道10号 （直轄）

② 鹿児島北バイパス
③ 白浜拡幅

○ 国道220号 （直轄）

④ 亀割峠防災
⑤ 牛根境防災
⑥ 古江バイパス （R7.12.6 供用）

①

②

③ ④

⑤

⑥

6
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令和７年 12 月 

鹿児島市船舶局 

 

 

 

深夜運航は、昭和５９年４月から４０年間行ってきましたが、近年利用者が減少しており、採算性が低く経

営上の課題となっていました。 

今回、利用者への影響ができるだけ少なくなるよう以下の点に配慮したうえで運航を見直すこととしてお

ります。 

    ・ 利用者が特に少ない時間帯の便 

    ・ 救急体制等の確保 

    

 

 

１ 見直しの内容 

（１） 実施時期 

   令和７年１０月（周知期間を６か月） 

 

（２） 運航停止する時間帯 

・０時から３時３０分の間の計８便です。   

・最終・始発便等は右表のとおりです。 

 

（３） 緊急車両への対応 

・船舶は桜島港に停泊し、船員・可動橋操作員を船内等に待機させます。 

・緊急車両の搬送要請があれば、直ちに出港できる体制を確保します。 

・なお、消防等からの連絡後、３０分程度で出港可能になりますので、 

 救急車到着後、すみやかに出港できます。 

・見直し前は、ダイヤ（１時間に１便）に合わせて搬送しており、 

最長１時間待機する場合がありましたが、 

見直し後は、これまでより早く対応できます。 

 

２ 深夜帯の利用状況等 

   

 

 

 

 

 

 

 

（２） 輸送量の推移 

①車両輸送量の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②深夜輸送量の推移（桜島港発 0 時 00 分から鹿児島港 3 時 30 分発の計８便） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,527 
1,462 

1,243 
1,295 

1,302 

1,302 

1,167 

913 

941 

1,012 

1,015 

700

800

900

1,000

1,100

1,200

1,300

1,400

1,500

1,600

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度

（千台） 

R5 年度は H25 年度の約 66％ 

桜島港 鹿児島港 桜島港 鹿児島港 桜島港 鹿児島港 桜島港 鹿児島港

０時発 ０時３０分発 １時発 １時３０分発 ２時発 ２時３０分発 ３時発 ３時３０分発

旅客（人） 4.2 12.5 1.9 6.6 1.1 4.6 1.8 6.1 4.9

車両（台） 6.3 8.4 2.9 6.6 2.3 2.7 5.6 6.4 5.2

※令和6年度に3回調査した平均

（１）　深夜帯の利用状況

平均

■緊急車両利用状況（R1〜R5） 

※深夜帯（０時台〜3 時台） 

区分
年平均
（台）

月平均
（台）

割合
（％）

鹿児島市
消防局

18.2 1.5 83.5

垂水市
消防本部

1.0 0.1 4.6

大隅肝属
地区消防組合

2.6 0.2 11.9

計 21.8 1.8 100.0

桜島フェリー深夜運航の見直しについて 

鹿児島港発桜島港発

  計8便運航停止

最終便 23時30分

 0時30分

 1時30分

 2時30分

 3時30分

 4時30分始発便

23時00分

 0時00分

 1時00分

 2時00分

 3時00分

 4時00分

28,344

21,632 21,808 22,161
21,175

20,557

19,214

14,734

14,040
14,646 14,367

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

24,000

26,000

28,000

30,000

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度

R5 年度は H25 年度の約 50％ 

（台） 

※令和７年２月１３日 住民説明会資料 
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令和５年度 令和６年度 増減 令和５年度 令和６年度 増減 令和５年度 令和６年度 増減

33,530 34,760 1,230 7,442 7,868 426 1,087 1,164 77

38 22 ▲ 16 59 57 ▲ 2 21 29 8

382 462 80 60 37 ▲ 23 4 5 1

33,110 34,276 1,166 7,323 7,774 451 1,062 1,130 68

401 394 ▲ 7 188 217 29 88 114 26

7 3 ▲ 4 56 53 ▲ 3 19 24 5

0 0 0 0 1 1 0 4 4

桜島フェリー使用 0 0 0 0 0 0 0 2 0

垂水フェリー使用 0 0 0 0 0 0 0 0 0

高速道路使用（フェリー使用以外） 0 0 0 0 1 0 0 2 0

394 391 ▲ 3 132 163 31 69 86 17

桜島フェリー使用 394 391 ▲ 3 38 46 1 32 39 1

垂水フェリー使用 0 0 0 92 106 0 37 47 0

高速道路使用（フェリー使用以外） 0 0 0 2 11 0 0 0 0

14 31 17 128 165 37 31 66 35

4 3 ▲ 1 35 48 13 9 23 14

0 0 0 0 1 0 0 4 0

桜島フェリー使用 0 0 0 0 0 0 0 2 0

垂水フェリー使用 0 0 0 0 0 0 0 0 0

高速道路使用（フェリー使用以外） 0 0 0 0 1 0 0 2 0

10 28 18 93 116 1 22 39 2

桜島フェリー使用 10 28 18 20 28 1 11 15 1

垂水フェリー使用 0 0 0 71 81 0 11 24 0

高速道路使用（フェリー使用以外） 0 0 0 2 7 0 0 0 0

救急搬送全体件数
［①］

ヘリコプター（ドクターヘリ等）

ドクターカー

救急車（ドクターカー以外）

①のうち

半島間の
救急搬送件数［②］

ヘリコプター（ドクターヘリ等）

ドクターカー

救急車
(ﾄﾞｸﾀｰｶｰ以外)

②のうち

第三次救急医療機関
（鹿児島市立病院，
　鹿児島大学病院，

米盛病院(※)）
への搬送件数

※R6.8.1指定

ヘリコプター（ドクターヘリ等）

ドクターカー

救急車
(ﾄﾞｸﾀｰｶｰ以外)

■　半島間の救急搬送の状況

鹿児島市消防局 大隅肝属地区消防組合 垂水市消防本部

（単位：件）
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